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高齢者と地域防災

東北福祉大学

高橋誠一

３事例から見る地域防災の取組み

宮城県名取市
特別養護老人ホーム

「うらやす」
2011年東日本大震災

岩手県岩泉町
グループホーム

「楽ん楽ん（らんらん）」
2016年台風10号

熊本県上益城郡山都町

下矢部西部地区
2016年熊本地震

2016年台風10号による河川の氾濫

８月30日の小本川氾濫で入

所者９人が亡くなった岩手
県岩泉町の高齢者グルー
プホーム「楽ん楽ん（らんら
ん）」。

同日午前９時、町は全域に
避難準備情報を出した。

しかし同ホームは避難せず、
入所者らは濁流にのみ込
まれた。

日本経済新聞

岩手県認知症高齢者グループホーム
協会の取組み

台風10号（被害状況調査）調査のまとめ

• 自分たちの判断で避難したGHはなかった。近隣、消防団、
民生委員などの声掛け、指示で避難することを後押しされた。

• 判断に迷った時、映像により危機感が高まり避難行動をと
れた。

• 指定避難所ではなく、認知症のお年寄りが少しでも過ごし
やすい場所を選んでいた。

• 「待て」「大丈夫」「まだまだ」といった判断は危険。水害と
は無縁だと信じきっていたが1ｍほど浸水したGHがあった。

• 避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドラインに関する検討会（平成28年度） 内
閣府http://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/guideline/guideline_2016.html
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読売新聞
（2011.3/12朝刊）

特別養護老人ホームうらやす
東日本大震災による被災

コンセプト

～暮らす 繋がる 守る～

⇒地域の安心のシンボル

移転した地域について
市の中心市街地に隣接し、東

北本線名取駅及びアクセス鉄
道もりせきのした駅からは徒
歩圏内で、バス停も近くにあ
り利用しやすい立地である。
商業・業務・文教・行政の施
設が近傍にあり、同時に農地
や古くからある集落にも接し
ている。この地域に「医療」
と「福祉」の要素が加わるこ
とで、市街地と農地・集落と
新興住宅地、世代間交流など
様々なものを繋ぎ合せること
ができると考える。

中のにぎわいを外に伝えるポーチ
地域にひらかれた施設の顔

外観は環境の中に溶け込むアースカラー
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下矢部西部地区社会福祉協議会の活動
（熊本県山都町下矢部西部地区／人口586人、世帯数201、高齢化率42.5％）

息子や娘に呼び寄せられて行っても、必ずしも幸せになっていない。
住み慣れたこの地で、見知った仲間同士支え合って暮らしたほうが
幸せではないか（地区社会福祉協議会長談）

買い物が終われば、いどうばた会議？

今ある日常のつながりの再発見
お互い様＝支援と受援
地域防災の基盤になる


